











































































































































































































































































































































について、申請や認可が遅かったような書き方をしているが、実際には主要キリスト教学校 中では、明治学院の財団法人化は同志社（一九〇一年）に次いで早い。青山学院財 は翌一九〇六年、財団法人立教学院至っては一九三一年の設立なので 比較的早期に財団法人化されてい ということができる。他のキリスト教学校との比較の中で考えると、また異なった位置づけが見えてきたかもしれない。
戦後に関しては、学院と大学を一体化させた構成を




述されているので、通史の流れが掴みにくくなっている。特に戦後の部局の部分などでは、記述のバランスが難しく、まとめて長期間を記述してしまった方がいい場合もあ が、その困難さをあらためて痛感した。部局史的な部分では 現状分析的な記述が多くを占めているものも多く、国際学部 至っては、設置に至る経緯については全く触れられていない。
もう一つ本書を通読して気になったのは、注の付け方
に一貫性が乏しいこと ある。また、基本的な事項でも出典不明の箇所が少 くない。とりわけ 半になるに従って、注 数 減り、戦後につ ては一部を除き出典注自体が付されていないところが多い。
例えば、二九四頁では戦後新制の教育制度が発足する
際に、中学校を七年制高等学校に改組す 構想があ たことに触れられているが、 『一〇〇年史』 も記述がなく、いったいいかなる史料に基づいて るのか分らない。とりわけ後半にこうした箇所が目に付く。
また戦後の大学紛争や大学改革問題に関連して声明や


























































































　（一九四三年六月、青山学院に対して陸軍の臨時査閲が実施されるとの情報に接して） 「明治学院の矢野貫城先生は しょっちゅうそのことを心配されましてね。 」
　（青山学院に対する査閲の翌朝） 「すぐ矢野貫城先生がこられましてね、剱木君、どうだったと。あなたのところは安心ですよ。あなたところへは行きませんから。ああそうかといって安心されました。 」
